




　旭地区内には上中のしだれ桃や笹戸公園の紅葉等
の花樹にまつわる観光拠点が点在しています。その
ようなしだれ桃や紅葉等の花樹の植栽、または花の

飾りつけ等を実施することで、イベント等での来訪
者のおもてなしを行います。

地域資源を活かした「花の里づくり事業」 
【旭地区】

取組内容

①花樹による景観整備

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政

②観光資源の活用

　地域資源である香嵐渓が整備後100年を迎えるに
あたり、地域と共働による香嵐渓100年プロジェク
トを立ち上げ、日々のメンテナンス等、生育環境の

悪化や樹勢の低下が懸念されるモミジ類や山野草等
の景観の維持・向上を図ります。

香嵐渓１００年プロジェクト【足助地区】

取組内容

①樹木整備実施計画の推進
②香嵐渓100年プロジェクトチームによる
　メンテナンス取組

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政

　住民が作った「おいでん・やな」で魚のつかみ取り
やブルーベリー狩り、農泊など自然が感じられる山
里体験プログラムを作っていますが、より稲武地区

のファンを増やすためにも、既存プログラムの磨き
上げを行い、市民・観光客ともに楽しめる取組を展開
します。

いなぶ山里体験の充実【稲武地区】

取組内容

①山里体験プログラムの磨き上げ

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政
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　豊田小原和紙工芸は、小原地区を代表する地域資
源ですが、和紙や漆工芸の原料生産は、全国的にも
減少しています。その中で、改めて手すき和紙や漆
工芸の伝統の継承等のため、原材料の産地化と生産

者の育成に取り組みます。
　また、販路の拡充や新たな製品等の企画開発にも
取り組みます。

伝統的工芸品・和紙の産地化事業
【小原地区】

取組内容

①豊田小原和紙の後継者育成及び生産体制の構築
②販路の拡充、新たな製品づくりの企画等

実施主体 関与者

観光関連事業者
行政

地区観光協会
学校・学術機関

　稲武地区には、複数の展望台やタカドヤ湿地など
隠れた紅葉スポットなど、磨き上げによって魅力を
増す観光資源が多く存在しています。それらの観光

資源に対して観光地事体の整備やアクセス路の整備、
管理・保全をしている団体への支援等を行い、地区内
の観光資源を磨き上げます。

地区内観光資源磨き上げ【稲武地区】

取組内容

①押山展望台、城ヶ山展望台、タカドヤ湿地の環境整備
②その他観光資源の発掘

実施主体 関与者

地区観光協会
行政

　歌舞伎は江戸時代中期、神社に奉納する地芝居が
起源とされています。明治時代には、万人講と呼ば
れる歌舞伎のセミプロ集団が誕生するなど、小原地
区は歌舞伎が盛んな地域でした。現在も歌舞伎は継

承され、豊田市無形民俗文化財に指定されています。
この歌舞伎の伝統や技術を後世に残していくために
も、定期的な公演や後継者育成事業の支援、小原歌
舞伎の普及促進活動を行います。

小原歌舞伎伝承活動負担金【小原地区】

取組内容

①後継者育成
②小原歌舞伎の普及促進

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政
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　かつてその水を生かした「ガラ紡産業」が盛んで
したが、現在はその風光明媚な場所から「東海の昇
仙峡」と呼ばれたり、BBQができるスポットとして

人気を集めています。王滝渓谷の魅力を新たな切り
口で見せていくための取組を地域と連携して実施し、
観光地としての価値を高めます。

王滝渓谷の新たな付加価値創出【松平地区】

取組内容

①地域内連携による観光コンテンツの高付加価値化

実施主体 関与者

地区観光協会 観光関連事業者
行政

　三河湖観光センターは、令和6（2024）年に「三河
湖テラスこりん」としてリニューアルされて、新た
な三河湖のランドマークとして機能することが期待

されます。それにあわせ三河湖で体験できるアクティ
ビティも新たなものを開発し、新たな三河湖のブラ
ンディングにつなげます。

新アクティビティの開発及び
三河湖テラスこりんの積極的な活用【下山地区】

取組内容

①新アクティビティの開発
②三河湖テラスこりんを核とした観光コンテンツ造成

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政

　藤岡地区では「ふじ」の魅力を活かした地域活性
化と商店集客を目指す「ふじ色のまちづくり」を推
進しています。毎月22日を「ふじの日」とし、「ふじ色」

にちなんだカラーの統一ポロシャツの着用を進め、
ふじを活用した地域活性化の取組を拡大していきま
す。

ふじ色のまちづくり事業【藤岡地区】

取組内容

①「ふじ色」にちなんだ商品・サービスの提供
②ＳＮＳ等を活用した情報発信

実施主体 関与者

地区観光協会 観光関連事業者
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（３）取組の柱３：受入環境の整備

①観光地の拠点整備

　旭高原自然活用村（旭高原元気村）は豊かな自然環
境を活かしたアクティビティや宿泊施設（キャンプ
デッキ等）が充実しています。年間を通して来訪及

び滞在できるよう、宿泊施設や花樹の環境整備を進
めるとともに、顧客ニーズに合わせた体験型のイベ
ント等を実施します。

旭高原自然活用村（旭高原元気村）の 
観光拠点化の推進【旭地区】

取組内容

①宿泊施設等の整備
②花樹の植栽等による環境整備
③体験型イベント等の実施

実施主体 関与者

観光関連事業者 行政

　旭地区に来訪された方が、気持ちよく観光、滞在
できるように、観光施設等の公衆トイレの整備や、
観光地の草刈り等の環境整備を実施します。

観光施設等の受入環境整備事業【旭地区】

取組内容

①公衆トイレの整備
②草刈り等自然環境整備

実施主体 関与者

行政

　「上中のしだれ桃」は、市内外から多くの来訪者が
訪れるイベントです。「上中のしだれ桃」を今後も継
続的に維持していくために、枯れ木等の剪定や草刈

り、土壌への肥やりなどを行いながら、補植を実施
するなど環境整備を進めていきます。

「上中のしだれ桃」の計画的な環境整備
【旭地区】

取組内容

①しだれ桃の里の草刈り、肥えやり等の環境整備
②しだれ桃の補植

実施主体 関与者

地区観光協会 行政

旭地区
重点事業
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　どんぐり工房に通路の造成を行います。スロープ
状の通路を道の駅東側から工房への動線上に設置す
ることで、バリアフリー化に加えて道の駅と工房の

一体的利用及びその他周辺施設との回遊性を創出し
ます。

どんぐり工房の利用者受入環境の整備
【稲武地区】

取組内容

①設備のバリアフリー化

実施主体 関与者

行政 地区観光協会

　市場城跡は山城として西三河地区最大級の規模を
誇り、中世から近世城郭への城郭の移り変わりを示
す文化財としても貴重な存在です。その城跡の魅力

をさらに高め、新たな小原地区の観光資源としての
活用を図ります。

市場城跡整備活用事業【小原地区】

取組内容

①発掘調査等による城跡の状況把握
②樹木伐採による景観整備
③石垣等の修理

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者
行政

ツーリズムとよた
学校・学術機関

　足助地区には香嵐渓、三州足助屋敷、足助の町並
み、陣屋跡地、百年草等、多くの観光振興に資する施
設がありますが、人口減少・少子高齢化、投資の停滞
による施設の陳腐化、廃屋等の放置等といった観光

地全体の活力低下が課題になっています。ポストコ
ロナの観光業の力強い成長のため、地域全体の魅力
と収益力の向上を図る計画的な施設整備を推進しま
す。

足助観光施設整備事業【足助地区】

取組内容

①�香嵐渓のライトアップ等の更新と通年で楽しめる
観光地としての施設整備

②三州足助屋敷の茅葺の葺き替え
③旧田口家住宅の修理・活用
④百年草の再生

実施主体 関与者

行政 地区観光協会
観光関連事業者

足助地区
重点事業

稲武地区
重点事業

小原地区
重点事業
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　四季桜とモミジを小原の誇れる景観として後世に
継承していくためには、適切な管理・育成体制が重要
です。整備計画に基づく定期的な間伐・剪定等を継

続するとともに、その管理体制としての人材等につ
いても充実させていきます。

四季桜・モミジの育成体制の構築
【小原地区】

取組内容

①整備計画に基づいた間伐・剪定・施肥等
②持続可能な管理体制の構築

実施主体 関与者

観光関連事業者 地区観光協会
学校・学術機関
行政

　小原地区の暮らしは、豊かな自然環境や豊田小原
和紙工芸等の工芸が盛んな土地柄など、独特の魅力
があります。それらの小原暮らしの魅力を、ショー

ケースとして地域内外に発信する「里の駅」の機能
の整備を進めます。

里の駅整備事業【小原地区】

取組内容

①里の駅機能の整備

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

ツーリズムとよた
行政

　市内屈指の観光資源である三河湖を活用し、身近
な観光地としてマイクロツーリズムを高い水準で定
着させるため、ハード整備（左岸道路、ビューポイン

ト整備等）を行います。

「三河湖」魅力向上事業【下山地区】

取組内容

①三河湖左岸の道路整備
②付帯施設整備（擁壁、防護柵等）
③ビューポイント整備（伐採、整地等）
④三河湖園地Wi-Fi整備

実施主体 関与者

行政 地区観光協会
観光関連事業者

下山地区
重点事業
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　「ふじの回廊周辺活性化整備構想」に基づき、春の
魅力向上、年中を通じて来訪者が訪れる新たな拠点
整備を行います。

ふじの回廊周辺環境整備事業
【藤岡地区】

取組内容

①「ふじの回廊周辺活性化整備構想」に基づく整備
②ふじまつりの魅力向上

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者
行政

　松平郷園地は豊田市が誇る重要な歴史資源のひと
つであり、NHK大河ドラマ放映の影響により松平
東照宮等の認知度や人気も向上したことから、園地
一帯の更なる魅力の磨き上げや周辺環境の整備が必
要です。また、王滝渓谷及び猿投山は、豊かな自然景

観の人気から、誘客効果の高い観光資源のひとつで
すが、広大な敷地に広がる自然の維持管理や案内環
境の整備は、対応が追い付いていない現状です。来
訪者が安全安心に松平・猿投山を楽しめる環境整備
を推進していきます。

松平地区及び猿投山の来訪者環境整備
【松平・猿投地区】

取組内容

①橋梁及び遊歩道、工作物等の修繕
②危険木の伐採等

実施主体 関与者

行政 地区観光協会
観光関連事業者

松平・猿投
地区

重点事業

藤岡地区
重点事業
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　南海トラフ地震の発生が懸念される中、地震だけ
ではなく豪雨による洪水や土砂災害など様々な自然
災害が起こりうるリスクがあります。特に観光客は
慣れない土地で、災害時にどのような行動をとれば

よいのか十分に把握できていません。観光客と地域
の人々の安全と安心を確保するため、災害発生時を
想定した避難誘導等に関するマニュアルの整備や訓
練を実施し、万が一に備えます。

観光客の避難誘導マニュアルの整備及び
訓練等の実施【全市】

取組内容

①地域の災害リスクの整理・対応方法の検討
②避難誘導等に関するマニュアルの整備
③マニュアルを活用した訓練等の実施

実施主体 関与者

行政 地区観光協会
観光関連事業者
学校・学術機関

　DMOは観光による地域づくりを進めるためのマネ
ジメント組織であることから、関係者と連携し豊田市
の観光地域づくりを強化するための取組を進めます。

DMO機能の強化【全市】

取組内容

①観光関係者との連携強化
②他DMOを含む広域連携の推進

実施主体 関与者

ツーリズムとよた

②安心安全な観光地づくり

③組織体制の強化

三河湖で行われる熱気球体験。地上30mから見る景色は圧巻。三河湖の朝霧と共に幻
想的な雰囲気に浸れます。
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（４）取組の柱４：マーケティングに基づく戦略的プロモーション

①マーケティングの強化

②戦略的プロモーション

　観光マーケティングに資する調査や分析を実施し、
市場のトレンドや来訪者の傾向等を把握することで、
ターゲットに合わせた観光資源の磨き上げや効果的
なプロモーションに役立てます。

観光マーケティング調査・分析【全市】

取組内容

①モニタリング指標・分析手法の確立
②観光マーケティングに知見を持つ人材の育成

実施主体 関与者

ツーリズムとよた

　市内各地域では、一年を通して季節に応じた様々
な祭りやイベント等を実施しています。地域それぞ
れの特色を活かした情報発信を行うことで、新たな
来訪者やリピーターの獲得を図ります。

地域の特色を活かした効果的な情報発信
【各地区】

取組内容

①各イベント等における来訪者調査の実施（旭地区）
②来訪者特性の分析及び効果的な情報発信（旭地区）
③観光カードによる送客取組（下山地区）
④SNSを活用した効果的な情報発信（下山地区）　等

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者

行政
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　豊田市では、官民連携により組織された「とよた
フィルムコミッション推進協議会」を中心として、
映画やテレビドラマ、CMなどの撮影を支援をして
います。エキストラへの参加や飲食の提供協力等に

より市民が撮影支援に関わることで、まちへの愛着
や誇りを醸成していきます。また、継続的な撮影の
受入れにより、経済波及効果やプロモーション効果
の向上を目指します。

【再掲】映像作品を活かした
にぎわいの活性化【全市】

取組内容

①市内舞台の映像作品による誘客促進
②映像作品と連携したイベント実施

実施主体 関与者

地区観光協会
観光関連事業者
行政

ツーリズムとよた
学校・学術機関

　CRM(Customer Relationship Management)
とは、顧客情報を収集・管理し、そのデータをもとに
顧客との関係性を深化させていく手法です。豊田市
では、現在までに観光CRM「いこまいるとよた」を

導入し、リピーターやファンの獲得に努めてきました。
引き続き、CRMやSNS等によるデジタルマーケティ
ングを生かしたプロモーションを実施します。

CRMを活用した効果的なプロモーション
【全市】

取組内容

①�「いこまいるとよた」の認知拡大・利用きっかけの創出
②�ターゲットに応じたプロモーションの展開
③�「いこまいるとよた」の利用可能施設数の拡充

実施主体 関与者

ツーリズムとよた
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あ行

アーティストインレジデンス【Artist In Residence】
アーティストが一定期間ある土地に滞在し、常時とは異なる文化環境で作品制作やリサーチ活動を行う

ことを指す。優れたアーティストの創作・生活支援、地域文化の振興、異なる文化を持つ国や地域とアー

ティストとの交流、情報や人的ネットワークの促進といった利点が挙げられる。

アジア・アジアパラ競技大会
インドの提唱により始められた、アジアの国々のための総合競技大会を指す。アジア・オリンピック評

議会（OCA）が主催するため、「アジア版オリンピック・パラリンピック」とも言われている。

インバウンド 【Inbound】
外国人が訪れてくる旅行のこと。日本へのインバウンドを訪日外国人旅行または訪日旅行という。これ

に対し、自国から外国へ出かける旅行をアウトバウンド (Outbound) または海外旅行という。

OJT(オージェイティー) 【On the Job Training】
職場の上司や先輩が、部下や後輩に対して、実際の仕事を通じて指導し、知識、技術などを身に付けさ

せる教育方法を指す。

FIA世界ラリー選手権(WRC) 【World Rally Championship 】
国際自動車連盟（FIA）が主催する、サーキットではなく公道を舞台に競技を行うラリーの世界選手権を

指す。世界各地で開催されていたラリーの中から選ばれた 14のイベントがシリーズ化されている。

NPS (エヌピーエス) 【Net Promotor Score】
日本語では「顧客推奨度」とも訳されたりするが、顧客ロイヤルティ (商品やサービスに対する信頼・愛着 )

を測る指標を指す。

LCC (エルシーシー) 【Low Cost Carrier】
格安航空会社のこと。米国のサウスウエスト航空、アイルランドのライアンエアー、マレーシアの工ア・

アジアなどが有名。

オーバーツーリズム 【Over Tourism】
特定の観光地において、訪問客の著しい増加等が、地域住民の生活や自然環境、景観等に対して受忍限

度を超える負の影響をもたらしたり、観光客の満足度を著しく低下させるような状況のこと。

か行

観光危機管理
観光客や観光産業に甚大な負の影響をもたらす観光危機を予め想定し、被害を最小化するための減災対

策を行い、観光危機発生時における観光客への情報発信、避難誘導・安全確保、帰宅困難者対策等を予

1.用語集

68



第４章　具体的な観光施策第４章　具体的な観光施策

01

豊
田
市
観
光
実
践
計
画

２
０
２
５
～
２
０
２
９

02

豊
田
市
の
観
光
の
現
状
と
課
題

03

観
光
振
興
の
基
本
的
な
考
え
方

04

具
体
的
な
観
光
施
策

05

資
料
編

め計画・訓練し、危機発生時にはそれに基づく迅速な対応を的確に行うとともに、観光危機の風評対策、

観光産業の早期復興、事業継続支援等を組織的に行うことを指す。

観光プラットフォーム
旅行者や観光客に情報やサービスを提供するデジタルまたは物理的な媒体を指す。情報提供や旅行商品

等の予約・購入、ナビゲーション等の機能を持つ。代表例としては、旅行予約サイトや観光ガイドアプリ、

地域の観光協会が運営するサイトなどがある。

クラウドファンディング【Crowdfunding】
「群衆 (クラウド )」と「資金調達 (ファンディング )」を組み合わせた造語で、「インターネットを介し

て不特定多数の人々から少額ずつ資金を調達する」ことを指す。

KPI (ケーピーアイ) 【Key Performance Indicator】
日本語では「重要業績評価指標」「重要達成度指標」などと訳され、期末などに振返る最終目標ではなく、

最終目標を達成するためのプロセス（中間目標）を指す。

ケイビング【Caving】
窟探検のことで、洞窟内を歩いたり、クライミングやロープ技術を使って探索することを指す。自然環

境や地質学的特徴を学ぶ活動で、安全には専門的な技術や装備が必要である。

ゴールデンルート
訪日外国人観光客にとって人気のある観光スポットを回る旅程を指す。主に東京、箱根、京都、大阪を

結んだルートが人気である。

さ行

3密
新型コロナウイルス感染症が流行しやすい状況である、換気の悪い密閉空間、多人数が集まる密集場所、

間近で会話や発声をする密接場面の 3場面を指す。

CRM(シーアールエム) 【Customer Relationship Management】
顧客との関係を管理するための戦略やツールのこと。顧客の情報を一元管理し、マーケティング活動や

営業支援、顧客サービスの向上を図ります。データ管理、ターゲットマーケティング、営業活動の効率化、

迅速な顧客対応を実現し、顧客満足度や売上の向上を目指す。

持続可能な観光地域づくり
地域社会における経済利益や、旅行者・コミュニティ・文化資源・環境それぞれに対する利益の最大化

と悪影響の最小化を図り、 環境汚染や自然破壊などにつながる商業化を避けて、地域の自然や文化を活か

した観光地づくりを指す。

新型コロナウイルス感染症
重症急性呼吸器症候群コロナウイルス 2(SARS-CoV2) による感染症を指す。令和 2(2020) 年 1 月 30

日にWHOにより国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態 (PHEIC) が宣言されたが、令和 5(2023)
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年 5月 4日に解除された。日本でも令和 5(2023) 年 5月 8日に 5類感染症に移行した。

SWOT分析
企業やプロジェクト、個人の状況を評価するための戦略的な分析を指す。SWOTとは強み（Strength）、

弱み（Weakness）、機会（Opportunity）、脅威（Threat）の頭文字をとったもの。従来の SWOT分析

をさらに発展させ、内外の要因を組み合わせて具体的な戦略を導き出すための分析をクロス SWOT分析

と呼ぶ。

相関係数
2 つの変数における関係の強さを表す指標で、-1 から 1の間の値をとる。2つの変量が正の相関関係に

ある場合、正の値をとり、負の相関関係にある場合、負の値をとる。相関関係がない場合は、0に近い値

をとる。

た行

旅マエ・旅ナカ・旅アト
旅行者の旅行検討から旅行後までのプロセスを 3つの場面に分けた言葉。旅マエは旅行者が旅行前に下

調べをする期間、旅ナカは旅行中の期間、旅アトは旅行先から自宅に戻ってきた後の期間を指す。

地域活性化企業人
総務省が行う地域活性化企業人制度によって派遣される人を指す。当該制度は、三大都市圏に所在する

企業と地方圏の地方自治体が、協定書に基づき、社員を地方自治体に一定期間（6か月から３年）派遣し、

地方自治体が取組む地域課題に対し、社員の専門的なノウハウや知見を活かしながら即戦力人材として

業務に従事することで、地域活性化を図る取組である。

着地型商品
旅行者を受け入れる地域で作られる旅行商品のこと。旅行先で参加するオプショナルツアーのようなもの。

DX (ディーエックス) 【Digital Transformation】
デジタル技術を用い、社会や生活などの仕組みを根本から革新する取組を指す。これを観光分野に当て

はめ、デジタル技術を活用することで、旅行者の利便性向上、観光産業の生産性向上など、観光地経営

に変革を起こし、高度化等を図ることを観光DXと呼ぶ。

DMO (ディーエムオー) 【Destination Management Organization】
観光物件、自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して

観光地域作りを行う法人のこと。

伝統的建造物群保存地区
市町村の主体性を尊重し、都市計画と連携しながら、歴史的な集落や町並みの保存と整備を行う地区を

指す。市町村が都市計画もしくは条例により定めた伝統的建造物群保存地区の中から、特に価値の高い

ものを重要伝統的建造物群保存地区として国が選定する。
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登録観光地域づくり法人 (登録DMO)
地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観

光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域

づくりを実現するための戦略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人

を指す。

トキ消費
報堂生活総合研究所が名付けた、「その時その場でしか味わえない盛り上がりを楽しむ消費」を指す。要

素として、被再現性、酸化性、貢献性が求められる。

ドッグラン 【Dog Run】
犬が自由に遊び回れる専用のエリアを指す。フェンスで囲まれた安全な場所で、飼い主と犬が楽しむた

めに設計されている。社会化や運動不足解消に役立ち、犬同士の交流の場ともなる。

な行

日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）
持続可能な観光の推進に資するべく、各地方自治体や観光地域づくり法人（ＤＭＯ）等が多面的な現状

把握の結果に基づき、持続可能な観光地マネジメントを行うための観光指標を指す。

日本の特性を各項目に反映した上で、観光地向けの持続可能な観光の国際基準「GSTC-D（Global 

Sustainable Tourism Criteria for Destinations）」に準拠した指標となっている。

農泊
農山漁村において日本ならではの伝統的な生活体験と地域の人々との交流を楽しみ、農家民宿、古民家

を活用した宿泊施設などを利用して宿泊することにより旅行者にその土地の魅力を味わってもらうこと

を指す。

一般農家が自分の家に旅行者を宿泊させる「農家民泊」も広まっている。

は行

BIツール（ビーアイツール）【Business Intelligence tools】
組織が保有する膨大なデータを集約し、分析して経営判断に活用するためのツールのこと。BI とは、

Business Intelligence の略称で、データに基づいて経営判断を行うプロセスや手法を指す。BI ツールを

用いることで組織はデータを抽出・加工し、わかりやすい形に変換して、グラフやレポートとしてまと

めることが可能になり、今後の経営や営業戦略の分析を客観的に行うことができる。

PDCA（ピーディーシーエー）【Plan Do Check Act】
英語の Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）の頭文字をとった略称であり、業務管

理における継続的な改善方法を指す。Plan では目標・目的を掲げ、その目標達成に向けた具体的な行動

計画を作成する。Doでは計画に基づき施策の実行をする。Checkでは実行した施策が目標達成につながっ

たのかどうかを確認する。最後のAct では確認により判明した改善点を反映した施策につなげることを
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意味する。

フィルムコミッション
映画やテレビドラマ、CMなどのロケーションを誘致し、撮影がスムーズに進行するようサポートする

非営利団体のこと。またロケーションされた映画やドラマを通じて、地域の知名度や地域愛着度を向上

させ、観光客の増加につなげようとするもの。直接的・間接的な経済効果が見込め、地域活性化策の一

つとして注目されている。

フォーラムエイト・ラリージャパン
フォーラムエイトという企業がスポンサーの日本国内で開催されるラリーイベントを指す。モータース

ポーツの一環として、特設のコースを走行する競技で、様々なスキルが求められる。

藤井達吉
愛知県碧海郡棚尾村字源氏（現・碧南市源氏町）出身の工芸家・図案家。明治から昭和にかけ、日本画を始め、

陶芸・七宝・金工・竹工・紙工・漆工・刺繍・染色・書・和歌など工芸のあらゆる分野で活躍した。小

原和紙や三河漆の質の良さに目をつけ、その素材を生かしながらも単なる紙づくりに終わらず、美術品

の域にまで高めた。

ブレジャー【Bleisure】
業務での出張先で、滞在を延長するなどして、業務の後に旅行（レジャー）も楽しむこと。英語の 

Business（仕事）と Leisure（余暇・休息）を合成した語である。ブリージャーともいう。

ま行

MaaS (マース) 【Mobility as a Service】
電車やバス、飛行機など複数の交通手段を乗り継いで移動する際、スマートフォン等からの経路検索か

ら予約、支払までを一度に行えるように利便性を高めたり、公共交通機関の利用促進を図ったりするこ

とにより、都市部での交通渋滞や環境汚染、地方での交通弱者対策などの問題の解決に役立てようとす

るサービスのこと。

マイクロツーリズム
新型コロナウイルス感染症の流行をきっかけに感染防止の観点で広がった、自宅から 1～ 2時間程度の

移動圏内の「地元」で観光する近距離旅行の形態のこと。公共交通機関の利用を避けた自家用車による

移動を中心とし、地域の魅力の再発見と地域経済への貢献を念頭に置いた旅行形態を指す。

MICE (マイス)
Meeting（会議・研修・セミナー）、Incentive tour（報奨・招待旅行）、Convention または Conference（大

会・学会・国際会議）、Exhibition（展示会）の頭文字をとった造語で、ビジネストラベルの一つの形態。

参加者が多いだけでなく、一般の観光旅行に比べ消費額が大きいことなどから、MICE の誘致に力を入

れる国や地域が多い。
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ら行

リーマンショック
2008 年に米国の投資銀行大手リーマン・ブラザーズが負債総額 6,000 億ドル超となる史上最大級の規模

で倒産したことを契機として発生した世界的な金融・経済危機を指す。

リベンジ消費
新型コロナウイルス感染症流行によって抑圧されていた消費が一気に拡大する現象を指す。

わ行

ワークショップ 【Workshop】
参加者が実践的な活動や議論を通じて学ぶ形式のイベントを指す。座学だけでなく、実際の作業やフィー

ドバックを重視し、参加者が積極的に関与することが特徴である。

ワーケーション 【Workation】
ワーケーションは英語のWork( 仕事 )と Vacation( 休暇 )の合成語。リゾート地や地方部など、普段の

職場とは異なる場所で働きながら休暇取得を行うこと。あるいは休暇と併用し、旅先で業務を組み合わ

せる滞在のこと。
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2．豊田市観光実践計画 2025～2029　策定委員

所属 職名 氏名

1 豊田市産業部 商工振興室長 成瀬　剛史

2 豊田市地域振興部 自治推進室長 能見　秀行

3 豊田市地域振興部旭支所 支所長 鈴木　満

4 豊田市地域振興部足助支所 支所長 花木　一也

5 豊田市地域振興部稲武支所 支所長 梅村　靖之

6 豊田市地域振興部小原支所 支所長 中野　雅之

7 豊田市地域振興部下山支所 支所長 大橋　史幸

8 豊田市地域振興部藤岡支所 支所長 山田　政則

9 豊田市地域振興部松平支所 支所長 古田　泰三

10 豊田市生涯活躍部 副部長 曽我　史人

11 豊田市美術・博物部 副部長 田境　志保

12 （一社）ツーリズムとよた 事務局長 斎藤　靖

13 旭観光協会 会長 鈴木　正晴

14 豊田市足助観光協会 会長 田口　敏男

15 いなぶ観光協会 会長 大内　政春

16 小原観光協会 会長 尾割　洋介

17 豊田市しもやま観光協会 会長 河合　貴司

18 藤岡観光協会 会長 阿垣　剛史

19 松平観光協会 会長 加藤　勝信

20 株式会社旭高原 代表取締役 宇井　幹尚

21 株式会社香恋の里 代表取締役 藤井　美彰

22 株式会社三州足助公社 代表取締役 岡村　達司

23 株式会社どんぐりの里いなぶ 代表取締役 佐藤　伸政

24 愛知大学　地域政策学部 非常勤講師 田中　三文

25 愛知県　観光コンベンション局 観光推進監 浅田　甚作

26 足助高等学校 教諭 熊崎　紀文
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3．豊田市観光実践計画 2025～2029　策定経過

会議名 日程／会場 議題

（仮）豊田市観光実践計画 
2025-2029策定 
地区観光会議

【開催日】令和6年1月31日～2月
19日
【場所】�市内7地区の支所・観光協

会で開催

（１）現行計画の進捗について
（２）令和7年以降の取組内容について
（３)取組継続事項について

豊田市観光実践計画 
2021～2024の進捗報告 
及び（仮）豊田市観光実践計
画 2025-2029策定準備会

【開催日】令和6年3月18日
【時刻】15：00～16:30
【場所】�豊田市役所南庁舎3階　

南31会議室

（１）�（仮）豊田市観光実践計画 2025-
2029策定について

（２）�観光マーケティング調査からみる
本市の観光の現状

（３)�支所・観光協会ヒアリング結果の
報告及び現行計画掲載事業の進捗
報告

第1回豊田市観光実践計画 
2025-2029策定委員会

【開催日】令和6年5月20日
【時刻】10：00～11:30
【場所】�豊田市役所南庁舎3階　

南31会議室

（１）�豊田市観光実践計画2025-2029
策定委員会組織について

（２）�豊田市観光実践計画2025-2029
骨子（案）について

第1回地区観光会議 【開催日】�令和6年6月28日～7月
10日

【場所】�市内7地区の支所・観光協
会で開催

（１）「観光資源の活用」について
（２）�「安全安心な観光地づくり」につ

いて

第2回豊田市観光実践計画 
2025-2029策定委員会

【開催日】令和6年8月21日
【時刻】10：00～12:00
【場所】�豊田市役所南庁舎5階　

南51会議室

（１）�観光実践計画2025-2029の検討
状況について

（２）�観光実践計画2025-2029の掲載
事業（案）について

第3回豊田市観光実践計画 
2025-2029策定委員会

【開催日】令和6年10月25日
【時刻】10：00～12:00
【場所】�豊田市役所南庁舎5階　

南51会議室

（１）�豊田市観光実践計画2025～2029
（素案）について

第4回豊田市観光実践計画 
2025-2029策定委員会

【開催日】令和7年2月4日
【時刻】
【場所】豊田市役所
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